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議議lil



トープはgammaPcarbo河gutamicaciddomainにあり、その内のアミノ酸残基１７位から２

７位内にあることを明らかにした。

（２）エビソープ中のgamma-carbo可gutqmicacidとgutamicqcidの位置についてはSandwich

EUSA法のcompetition法で検討し、MU-3抗体と強く反応するのは１９，２０６２５位が

glutamicacidであることが必須であった。

（３）患者血清中のtotamCP濃度は疾患別の差異は露められなかったが、totalDCP中で

MU-3抗体と反応するDCPの割り合いは良性肝疾患より肝細胞癌で高値であった。

これらの所見を基に著者は肝細胞癌で出現するDCPは全くgamma-carbo】qEdutamicacid残基

のないDCPか、gammaPcarbo】W1ationを受けたにしても２６位が主であることを推定してい、

る。本研究はMU8抗体を利用するDCP測定法の原理とメカニズムを明らかにし、良性肝

疾患と肝細胞癌との鑑別研究に貢献するところが大きく、高く評価されるべき研究と考え
----..：--

る。．．：．）

輪文審査後《同人に対して諮問審査を行い、その結果、本論文の内容は学位論文として価

値あるものと認め、諮問審査の内容からも審査に合格と判定致しました。．

以上御報告申し上げます。


